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M40a Ｘ線天文衛星「すざく」による大規模太陽フレアループ中のプラズマ元素組
成比の測定
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2005∼2015年に稼働したＸ線天文衛星「すざく」は、地球低軌道 (地上高度約 550 km)を三次元空間固定姿勢で
周回していたため、毎周回、地球を観測する時間帯が数割含まれた。本来天体観測を目的とする「すざく」にとっ
て、このような地球観測データは通常無視されてきた。しかし地球観測時には、地球大気に反射された太陽Ｘ線
(高階電離したMg, Si, S, Ca, Fe等の輝線と熱制動放射由来の連続成分)および大気からの蛍光Ｘ線 (中性 N, O,
Ar輝線)が、極めて強く検出される。そこで我々は、両成分を分光学的に区別できるＸ線CCDカメラ (XIS)を用
い、蛍光Ｘ線解析に基づく超高層大気研究の新展開を模索してきた (e.g., 森田佳恵 2017年秋期年会講演V310a)。
本研究では、もう一方の太陽Ｘ線反射成分に着眼する。大規模フレアが発生すると、太陽Ｘ線の総量、ひい

ては地球アルベド放射はフレア成分が卓越する。このため、太陽面を空間分離できない XISでも、実質的に太
陽フレアからの放射のみを捉えることになる。そこで、XIS が検出したＸクラス以上の大規模フレア 14 イベ
ント (X1.1∼X17.0)をピックアップし、各フレアの元素組成比を測定した。その結果、全フレアの平均として、
Si/H=1.8×10−5, S/H=4.5×10−6, Ca/H=4.0×10−6を得た。Ca組成は過去のフレア時に計測された値と一致す
る一方で、Si, S組成は従来より有意に低い。本講演ではこの組成パターンを議論・解釈する。


